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憲法審査会が動き始めた  

10 月 20 日民自公などの党は憲法審査会委員の

選任を強行しました。2007 年に採決された国民投

票法（改憲手続法）は当時自公政権の強行採決に

民主党も反対したのに、今度は一転して、ねじれ

国会を理由に推進に動き始めました。この審査会

は改憲原案を提出することが出来るものであり、

一歩改憲に向かって進んだという警戒が必要です。 
大震災からの復興が遅々として進まない中で、

改憲への策動だけに熱心というのは国民の気持ち

からあまりにもかけ離れていませんか。 

カダフィ死亡でリビアは？  
4２年間のリビアの独裁者カダフィの死亡が伝

えられました。憲法もない独裁体制でまるで王制

のような専制と贅を極めた一族の生活をしていた

カダフィの末路。単純に言えば独裁崩壊にバンザ

イといいたいところでしょうが、あまりにも問題

がありすぎます。 
今後の日本の国際的な立場を考えるためにも掘

り下げる必要がありそうです。そのいくつかを挙

げてみたいと思います。 
❶なぜカダフィの独裁がこれほど長く続いたのか。

その最大の原因？は資源、すなわち石油です。リ

ビアはアフリカ最大の産油国であり、米英をはじ

め大国がこぞって、彼に裏で媚を売ってきたので

す。非民主的な国家でテロを繰り返す国際社会の

暴れ者として表向き非難しながら、一方で資源欲

しさに妥協し、屈してこれを許してきたのです。

そして彼はこれらの国に対抗する反米反欧の旗手

のように振舞いながら、別項のように巧妙に操っ

ていたのです。❷ＮＡＴＯの介入。国民からも孤

立している政権を維持する恐怖政治。それを支え

る親衛隊などの軍事力は、豊富なオイルマネーを

使って外国から集めた、金目当ての傭兵達。これ

に対抗する国内の反政府運動支援として行った積

極軍事介入が不問にされようとしています。❸Ｎ

ＡＴＯなど外国からの支援で民衆の中に大量の武

器。ばら撒かれた、その武器による殺し合いが続

く危険性があります。❹民族対立。ユーゴ、アフ

ガニスタンなど、多くの国は多数の対立する民族

を抱えながら国家を維持してきました。独裁的な

権力で抑えてきた対立が、政権崩壊とともに再燃

して新たな悲劇も生まれています。❺列国の利権

争い。すでに石油利権を狙った食い込みの競争が、

激化しており、国内の対立を煽りかねません。 
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カダフィと協力するＣＩＡ（ＣＮＮ報道） 
 米中央情報局（ＣＩＡ）とカダフィ政権下の

リビア情報機関との緊密な関係を示す文書がリ

ビアの情報機関本部で見つかった。同文書から

は、リビアが大量破壊兵器開発計画を放棄した

２００４年以降、リビアと西側諸国の情報機関

が協力関係にあったことがうかがえる。 

 ＣＮＮが３日にリビア情報機関や国際人権団

体ヒューマン・ライツ・ウオッチから入手した

文書によれば、リビアは、カナダや米国、欧州

で反カダフィの活動に関与していたイスラム過

激派とみられるグループに関心を持っていたの

に対し、米英はリビアが持つ国際テロ組織アル

カイダに関する詳細情報に関心を寄せていた。

また、2000 年代半ばにＣＩＡ長官を務めたポー

ター・ゴス氏と元リビア対外情報局長のムーサ・

クーサ氏との連絡記録も残っていた。 

見つかった文書からは、西側諸国がテロ容疑者

をリビアなどの第三国に移送し、現地で尋問を

行っていたことも明らかになった。 



アメリカのビルの中から爆撃！ 

気軽に殺人 無人機の恐怖 
現在アフガンやリビアで大活躍しているのが無人偵

察機や無人爆撃機。RQ-1 プレデターやその後継機

MQ-9 リーパー（Reaper,英語で刈り手、死神の意）の

軍用無人飛行機で、すでにアメリカでは 2008年に人

類史上初となる全機無人機で固められた米空軍第 174

戦闘飛行隊が編成されている。いわば飛行機によるロ

ボット部隊ともいえる。 ＳＦまがいの部隊が現実に

大量に使用され、米軍では、アフガニスタンでの参戦

以来、無人機の本格的な実戦投入がつぎつぎ進められ

ている。 

アメリカ軍の兵

士の生命を危険に

さらすことなく、

高度な技術によっ

て造られた機体が

効果的に情報収集

をおこない、目標を定めて攻撃を加える。その指令は

米本土からテレビ画面を見ながら遠隔操作でできる。

まさにテレビゲームの感覚で、いま戦争が行われてお

り、今回のカダフィを追い詰めた闘いも度重なる無人

機によるリビアへの爆撃だという。 

パキスタンとアフガニスタンの国境地帯で頻繁に米

軍は無人機による攻撃を繰り返しており、04年以来

の無人機による死者は最大 2634人、うち 471人は民

間人だとの報道もある。（10/23 東京新聞） 

地球の裏側からリモコンで行う攻撃は精度に欠け、

絶えず誤爆を繰り返して民間人の犠牲を増やし続けて  

いる。 

原爆投下が人の姿も見えないはるか上空からの投下

で、手を下した側は 10万人もの殺人をし、おびただ

しい数のむごたらしい被爆者を生み出したにもかかわ

らず、当事者がその非人道的な行為を自覚しにくいと

も言われる。戦争が近代化され大規模になり、犠牲者

が桁違いに増えるようになった。自国の犠牲者（兵隊

の死者）を減らすために他国に無人兵器で攻撃をする

非人道的兵器を直ちに禁止すべきではないだろうか。 

定例駅宣伝 

11 月は９日(水) 15：30～16：30 

流山おおたかの森駅 

  11/5会員拡大の取り組み 
11月 5日 14：00森の図書館に集合し近辺のお

宅に、九条の会への入会を訴えます。ご参加を！ 
☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺ 

カンパはこちらの郵便振替口座へ 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山無

Reaper(リーパー：死神)は、同じく無人機の RQ-1  

南スーダン 

激しい爆撃から逃れた先に待つ、

さまざまな命の危機。 
 今年7月9日、スーダンから分離独立し、アフ

リカで 54 番目の独立国となる南スーダン共和国

が誕生しました。長年にわたる内戦を乗り越え、

新しい国が誕生するという喜びと希望の一方で、

現地の貧困やインフラの未整備、そして医療不足

は深刻であり、今年に入ってから新たに暴力に追

われて避難した推計 26 万人の人びとは、切迫し

た事態に直面し続けています。 

 こうした人びとの中には、激しい爆撃で家族を

目の前で亡くし、避難する間際のわずかな時間に

埋葬しなくてはならなかったという人も多く、ま

た、南に逃げる途中で兵士の奇襲にあって家族を

見失い、生死がわからないままという人もいます。

そして、爆弾からは逃れられたとしても、スーダ

ンでは恒常的に食糧ガ不足しており、加えて日中

40度以上の暑さと風土病のマラリアが体力のない

子どもや高齢者を襲っています。 

 南北スーダン間の緊張に加えて、新たな民兵組

織と政府軍の対立、民族間の暴力的対立などによ

って、さらに多くの人びとが避難を余儀なくされ

る恐れも高まっており、南スーダンが独立国家と

なっても、人びとの生命と尊厳を脅かす緊急事態

が収束する兆しは、いまだ見えていません。 

（国境なき医師団のレポートから） 

 

 


